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主体的・対話的で深い学び」を実現するため

には、授業のイノベーションが必要である。教

師が一方的に教え込む暗記・再生型の授業を、

子供が自ら学び、共に学ぶ、思考・発信型の授

業に転換していかなければならない。ここでは、

三つの学びに分けて、具体的なイメージを明ら

かにしていきたい。 

 

１ 主体的な学びを実現する 

「主体的な学び」とは、学習者としての子供

が自らの学びをコントロールできることと考

えたい。自分の課題を、自分の力で解決し、そ

の過程と成果を自覚することでもある。これを

繰り返すことで、子供は自分自身の力で学びを

コントロールできるようになる。したがって、

「主体的な学び」については、授業導入時の「課

題設定」と「見通し」、終末の「振り返り」に意

識を向けたい。 

子供は、実生活や実社会とつながりのある具

体的な活動や体験を行うことで意欲的で前向

きな姿勢となる。まずは、リアリティのあるク

オリティの高い「課題設定」によって、課題を

解決していくプロセス自体が学習者にとって

充実したものとなることが欠かせない。したが

って、どのような課題を持つのかによって、い

わゆる真正な文脈のある学び、つまり本気で、

真剣で、つながりのある学びが生まれるかどう

かが決まってくるはずだ。 

加えて、学習活動の「見通し」を明らかにし

たい。「見通し」には、大きく分けて二つある。

一つは、解決に向けて進めていくプロセスイメ

ージを明らかにすること。二つは、学習活動の

ゴールイメージを鮮明に描くことである。学習

活動を展開していく際には、到達点やそこへの

道筋があることにより、学習者は前向きになり

自ら学んでいくのではないか。併せて、「見通し」

があることによって、学びが連続し、情報とし

ての知識や技能がつながり、関連付いていくこ

とも期待できる。 

「振り返り」は、自らの学びを意味付けたり、

価値付けたりして自覚し、他者と共有していく

ことにつながる。「振り返り」の場面には大きく

三つの意味がある。一つは、学習内容を確認す

る「振り返り」。二つは、学習内容を現在や過去

の学習内容と関係付けたり、一般化したりする

「振り返り」。三つが、学習内容を自らとつなげ

自己変容を自覚する「振り返り」である。内容

の確認はもちろん大切だが、内容を関係付けた

り一般化したりすることで学びの価値を実感

することができる。また、自己変容に気付くこ

とは学びの手応えをつかむことでもある。実感

や手応えなどのポジティブな感情は次の行為

を生み出す重要な感覚であり、そうした感覚や

感情を感得することの繰り返しが、自ら学び続

ける意志を持った子供の育成につながる。具体

的には、「振り返り」の意味を具現し、自ら学ぶ

姿を実現するためにも、文字言語によって「刻

む」ような表現をすることが考えられる。 
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２ 「対話的な学び」を実現する 

「対話的な学び」については、異なる多様な

他者との学び合いを重視することが大切にな

る。学習のプロセスを質的に高めていくととも

に、他者と力を合わせた問題の解決や協働によ

る新たなアイディアの創造が求められている

からである。PISA の「協同的問題解決能力」の

調査が行われたように、問題の解決場面におい

ては、自分一人で行うのではなく、多くの人の

参加による協働で解決に向かって取り組んで

いけることが大切になる。 

多様な他者との対話には、次の三つの価値が

考えられる。一つは、他者への説明による情報

としての知識や技能の構造化。子供は身に付け

た知識や技能を使って相手に説明して話すこ

とで、つながりのある構造化された知識や情報

へと変容させていく。二つは、他者からの多様

な情報収集。多様な情報が他者から供給される

ことで、構造化は、一層質的に高まる。三つは、

他者と共に新たな知を創造し、課題解決に向け

た行動化も期待できる。 

こうして学び合う相互作用によって、子供の

学びが豊かになるためには、次の三つに配慮し

たい。一つは、子供が、どのような知識や情報

を持っているか。二つは、子供は、どのように

知識や情報を処理するか。三つは、子供に、ど

のような成果物を期待しているか。子供は、自

分自身の持っている知識や情報、他者の持って

いる知識や情報、それ以外の外部リソースによ

る知識や情報を、比べたり、関連付けたりして

処理し再構成していく。その結果として、新し

い考えを生成する。こうした相互作用の場面を、

情報を入力する内化の場面、情報を処理する場

面、情報を出力する外化の場面の三つに分けて

想定することによって、豊かに「広がる」対話

の場面を構成することが大切になる。実際の授

業においては、情報の質と量、再構成の方法な

どに配慮した上で、具体的な学習活動や学習形

態、学習環境を用意しなければならない。例え

ば、思考ツールなどは、まさに音声言語による

対話的な学びを質高く実現していくものと期

待できる。なぜなら、情報が「可視化」され「操

作化」されることで、自ら学び共に学ぶ主体的

で対話的な子供の姿が具現されるからである。

授業改善の工夫によって、思考を広げ深め、新

たな知を創造する子供の姿が生まれる。 

 

３ 「深い学び」を実現する 

「深い学び」については、これまで以上に学

びのプロセスを意識することが求められる。問

題を解決するプロセス、解釈し考えを形成する

プロセス、構想し創造するプロセスなど、教科

固有のプロセスが一層充実するようにしたい。

なぜなら、学習のプロセスにおいては、それま

でに学んだことや各教科等で身に付けた知識

や技能を活用・発揮する場面が頻繁に生み出さ

れると期待できるからだ。 

「深い学び」の実現のためには、身に付けた

知識や技能を活用したり、発揮したりして関連

付けることが大切になる。だからこそ、明確な

課題意識をもった主体的で文脈的な学びで知

識や技能のつながりを生むことが必要であり、

情報としての知識や技能を対話によってつな

いで再構成する処理場面の活性化なども重要

となる。また、学習活動を振り返り、体験した

ことと収集した情報や既有の知識とを関連さ

せ、自分の考えとして整理し意味付けたり、そ

れを自覚したり共有したりすることも大切に

なる。 

このように考えてくると、「主体的な学び」

「対話的な学び」が「深い学び」に大きく関与

していることが理解できる。「主体的な学び」や

「対話的な学び」は、それ自体が意味あり価値

がある。それ自体を目指すことが大切である。

しかし、それらが、「深い学び」の実現に向かう

ような確かな学びになっているかどうかが極

めて重要なのである。 
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１ はじめに 

新学習指導要領等においては、子供たちに

新しい時代を切り拓いていくために必要な資

質・能力を育んでいく観点から、「主体的・対

話的で深い学び」の視点からの授業改善を重

視している。本稿では、「主体的・対話的で深

い学び」の視点からの授業改善のポイントを

説明するとともに、本年７月及び８月に東京

及び京都で開催した「アクティブ・ラーニング

＆カリキュラム・マネジメントサミット2019」

について報告する。 

 

２ 「主体的・ 対話的で深い学び」の視点

からの授業改善とは 

子供たちが学校における学びの成果として、

生きて働く「知識及び技能」、未知の状況にも

対応できる「思考力、判断力、表現力等」、学

びを人生や社会に生かそうとする「学びに向

かう力、人間性等」を確実に身に付けていくた

めには、単に知識を記憶する学びにとどまら

ず、身に付けた資質・能力が様々な課題の対応

に生かせることを実感できるような、学びの

深まりが重要になる。この学びの質に着目し

て、授業改善の取組を活性化しようというの

が、新学習指導要領が目指すところである。 

この学びの質を高めるための具体的な学

習・指導方法については、特定の方法に限定さ

れるものではない。教師一人一人が、子供たち

の発達の段階や発達の特性、子供の学習スタ

イルの多様性や教育的ニーズと教科等の学習

内容、単元の構成や学習の場面等に応じた方

法について研究を重ね、ふさわしい方法を選

択しながら、工夫して実践することが重要で

ある。この授業改善の取組を活性化していく

視点として位置付けられたのが、「主体的・対

話的で深い学び」の視点からの授業改善（「ア

クティブ・ラーニング」の視点からの授業改

善）である。 

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの

授業改善の具体的な内容については、中央教

育審議会答申において、以下の三つの視点が

示されている。各学校においては、これら「主

体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」の三

つの視点の内容と相互のバランスに配慮しな

がら学びの状況を把握し、授業改善を図って

いくことが求められる。 

⑴「主体的な学び」の視点 

学ぶことに興味や関心を持ち、自己のキャ

リア形成の方向性と関連付けながら、見通し

を持って粘り強く取り組み、自己の学習活動

を振り返って次につなげる「主体的な学び」が

実現できているかという視点。 

⑵「対話的な学び」の視点 

子供同士の協働、教職員や地域の人との対

話、先哲の考え方を手掛かりに考えること等

を通じ、自己の考えを広げ深める「対話的な学

び」が実現できているかという視点。 

⑶「深い学び」の視点 

習得・活用・探究という学びの過程の中で、

各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働
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かせながら、知識を相互に関連付けてより深

く理解したり、情報を精査して考えを形成し

たり、問題を見いだして解決策を考えたり、思

いや考えを基に創造したりすることに向かう

「深い学び」が実現できているかという視点。 

また、「主体的・対話的で深い学び」は、１

単位時間の授業の中で全てが実現されるもの

ではなく、単元や題材のまとまりの中で、例え

ば主体的に学習を見通し振り返る場面をどこ

に設定するか、対話によって自分の考えなど

を広げたり深めたりする場面をどこに設定す

るか、学びの深まりをつくりだすために、子供

たちが考える場面と教師が教える場面をどの

ように組み立てるか、といった視点で実現さ

れていくことが重要となる。すなわち、「主体

的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改

善を考えることは単元や題材など内容や時間

のまとまりをどのように構成するかというデ

ザインを考えることに他ならない。 

 

３ 「アクティブ・ラーニング＆カリキュラ

ム・マネジメントサミット 2019」の報告 

文部科学省では、「主体的・対話的で深い学

び」の視点からの授業改善の推進を図るため

の委託事業を実施しており、この研究成果を

全国に周知・普及すること等を目的として、

「アクティブ・ラーニング＆カリキュラム・マ

ネジメントサミット2019」と題したイベント

を東京及び京都において開催した。当日は、各

実践地域から研究発表が行われたほか、東京

会場では安河内哲也氏（一般財団法人実用英

語推進機構代表理事）、京都会場では戸ヶ﨑勤

氏（埼玉県戸田市教育長）より特別講演が行わ

れるなど、活発な意見交換や情報共有が行わ

れた。千葉県教育委員会におかれては、小学校

におけるカリキュラム・マネジメントの観点

から、弾力的な時間割編成の在り方や、教育効

果を高めるための指導計画や教材等の在り方

について、県内４小学校での実践研究の状況

を報告いただいた。この場を借りて御礼申し

上げる。本イベントの様子は、後日文部科学省

Webサイトにおいて動画を掲載予定であり、是

非御覧いただきたい。 

 

実践地域による研究発表の様子 

 

実践地域と参加者の意見交換の様子 

 

４ 終わりに 

「主体的・対話的で深い学び」の視点から

の授業改善とは、特定の指導方法のことでも、

学校教育における教師の意図性を否定するこ

とでもなく、人間の生涯にわたって続く「学

び」という営みの本質を捉えながら、教師が

教えることにしっかりと関わり、子供たちに

求められる資質・能力を育むために必要な学

びの在り方を絶え間なく考え、授業の工夫・

改善を重ねていくことである。 

各学校においては、子供たちの学びの質を

高め、新しい時代を切り拓いていく資質・能

力を育成するため、「主体的・対話的で深い学

び」の視点からの授業改善に不断に取り組ん

でいただきたい。 
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「思考し、表現する力」を高める実践モデルプログラムを活用した授業改善 

 

 

県教育庁教育振興部学習指導課 

 

 

１ はじめに 

子供たちが大人になり、社会の担い手とな

る頃には、情報化やグローバル化が急激に進

み、社会の在り方そのものが現在とは大きく

変化する時代を迎えると言われている。 

こうした状況を踏まえ、学校教育には、子

供たちが学習内容を人生や社会の在り方と結

び付けて深く理解し、これからの時代に求め

られる資質・能力を身に付け、生涯にわたり

能動的に学び続けることができるようにする

ことが求められる。そのために、これまでの

学校教育の蓄積を生かしつつ、学びの質を一

層高める授業改善の取組を活性化していくこ

とが必要であり、優れた教育実践に見られる

普遍的な視点である「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業改善が重要である。 

 そこで、県教育委員会では、これまでの「『思

考し、表現する力』を高める実践モデルプロ

グラム」（以下、「実践モデル」という）の内

容に「主体的・対話的で深い学び」の視点を

加え、平成31年３月に新たな実践モデルを作

成した。 

新たな実践モデル 

 

 実践モデルは「見出す」「自分で取り組む」

「広げ深める」「まとめあげる」の四つの過程

で構成されるが、毎時間その全てを行うこと

を推奨するものではない。毎時間全てを行う

と、かえって形式的な授業となってしまう可

能性がある。そのため、実践モデルの四つの

過程は、１単位時間や複数時間など、単元や

題材など内容や時間のまとまりを見通した上

で行う。 

 

２ 実践モデルの四つの過程について 

⑴見出す 

「見出す」では、前時までの学習内容や提

示された資料等を基に疑問をもち、本時や本

単元で解決していく課題を明確にする。 

子供が「これからの学習がどのような意味

をもち、何を目指しているものなのか」等を

認識して、身に付けるべき資質・能力を意識

化し、主体的に学習に取り組もうとする過程

である。 

⑵自分で取り組む 

「自分で取り組む」では、解決の見通しを

もち、自分で考え、粘り強く課題に取り組む
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過程を通して、育成を目指す資質・能力に向

けてじっくりと課題に向き合う。 

また、深い学びの鍵となる、各教科等の特

質に応じた「見方・考え方」を働かせながら、

収集した情報を調べたり、自分の考えを形成

して文章や言葉、図等で表現したり、自分の

思いや考えを基に作品等を創造したりする過

程である。 

⑶広げ深める 

「広げ深める」では、「見方・考え方」を働

かせながら自分の考えを伝え、友達の考えを

聞いて疑問点を問い直すなど、対話を通して

互いに学び合い、多くの価値に触れることを

通して、多様な考えを理解する。また、知識

を相互に関連付けてより深く理解したり、新

たな考えに気付いたりすることを通して、学

びをより質の高いものとする。この「広げ深

める」を通して、資質・能力に広がりと深み

をもたせていく。 

子供が「伝え合う」にとどまらず、「友達と

互いに学び合う」には、相手の考えを聞いて

理解することが必要である。そのためには、

深い学びにつながる、教師の「聞き方」の指

導が重要となる。自分の考えと比べながら友

達の考えを聞き、疑問点を問い直すことなど

を通じて、自分の思考や表現を広げ深めさせ

ていく。 

⑷まとめあげる 

 

「まとめあげる」では、自分の思考の過程

を振り返り、学んだことを自分の言葉でまと

めて意味付けることが大切である。更に、練

習問題や応用問題に取り組んだり、「見方・考

え方」を今後どのように生かすか考えたりす

ることを通して、子供が資質・能力を確実に

身に付けることができるようにする。 

そして、「まとめあげる」は、「見出す」に

つながる。子供がもった「次はこんなことを

知りたい」「条件が変わったらどうなるのか？」

等の新たな疑問や意欲を、次の学習につなげ

ることも重要である。 

 

３ 実践モデルの活用について 

「主体的・対話的で深い学び」は、子供に求

められる資質・能力の育成のための手段であり、

目的ではない。資質・能力の育成を目指した、

優れた授業実践に共通し、かつ普遍的な要素が

「主体的な学び」「対話的な学び」「深い学び」

の視点である。 

 従って、実践モデルを活用する際にも、ま

ず、資質・能力を身に付けた子供の具体的な

姿を観点別に描き、そのために必要となる学

びを実践モデルから選び出し、実践すること

が大切である。 

また、実践モデルの「見出す」「自分で取り

組む」「広げ深める」「まとめあげる」の過程

を、形式的に単元や授業に位置付けただけで

は、資質・能力の育成につなげることは望め

ない。大切なことは、教師が明確な目的をも

ち、その達成のための授業実践を、日々試行

錯誤しながら重ねていくことであり、それが

真の資質・能力の育成に直結する。 

千葉県の未来を切り拓くちばっ子の資質・能

力の育成のために、各学校の授業実践において、

実践モデルを効果的に活用していただきたい。 
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「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて 

 

 

我孫子市教育委員会指導課 

 

 

１ 小中一貫教育の推進 

 我孫子市では「生きる力」の育成を実現す

るため、「子どもの創造性と自主性を育む教育

の充実」を目標とし、平成26年度より小中一

貫教育を推進してきた。６中学校区のうち１

中学校区をモデル地区として指定し、３年間

研究に取り組んだ。平成28年度には公開研究

会を実施し、市内の全教職員が参加して、成

果と課題を共有した。 

また、平成27年度には「Abi☆小中一貫カリ

キュラム」を作成し、中学校区ごとに授業を

実施しながら活用の検証を行ってきた。 

 小中一貫教育により本市の目指す子供像は、

以下の３つである。 

〇「ふるさと我孫子」を愛し、誇りに思う

子ども（郷土愛） 

〇確かな学力を身につけ、夢を持ちチャ

レンジする子ども（学び） 

〇自分に自信を持ち、自他を大切にする

子ども（こころ） 

これらの子供像を受けて、各中学校区ごと

の目指す15歳の子供像を明確にし、平成30年

度末には、各中学校区ごとの「小中一貫教育

グランドデザイン」が完成した。そして、今

年度より小中一貫教育を、全市展開している。 

平成29年度告示の中学校学習指導要領（第

１章第２の４の（１））には、小中学校の円滑

な接続の重要性と、義務教育９年間を通じて

育成を目指す資質・能力を明確にし、児童生

徒を育てることが示されている。また義務教

育９年間を見通した計画的かつ継続的な教育

課程を編成することとし、小中学校で一体的

な教育内容と指導体制を確立することが示さ

れている。 

今まで本市が推進してきた小中一貫教育は、

「我孫子市の未来を拓く 心輝く教育」をね

らいとし、９年間の連続した学びと小中学校

の協働を通して、子供たちの成長をつないで

いくものであり、新学習指導要領が示すもの

と同じである。 

小中一貫教育完全実施に向けて、各中学校

区ごとに、小中学校の教職員が一緒に研修会

を行ったり、互いの授業を参観したりして授

業改善を行い、地域の実態に合った９年間を

見通した教育活動を実施しており、今後も継

続していきたい。 

 

２ 「主体的・対話的で深い学び」の実践 

 平成27年度に、千葉県が独立行政法人教職

員支援機構の委嘱を受け、児童生徒の主体的・

対話的で深い学びを実現するための指導方法

等の工夫改善に関する取組の推進を目的とす

る「新たな学びに関する教員の資質向上のた

めのプロジェクト」を実施することとなった。

実践フィールド校として２校が指定を受け、

平成27～29年度まで実践した。 

⑴我孫子第一小学校 

①研究主題 

自ら課題を見出し、主体的・対話的に学

ぶことができる国語科学習指導～“地域

とつながる総合表現活動”を位置づけた単

元づくりを通して～ 
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②実践内容 

  国語科と生活科・総合的な学習の時間の横

断的な単元づくりをすることで、児童が主体

的に取り組むことができる課題の設定と表現

能力を同時に育成できると考え、カリキュラ

ムづくりを行った。 

研修の目的や目指す児童像については、保

護者会等で保護者にも周知した。また、「進ん

で学ぼう！広げよう！いかしていこう！」と

いう合言葉を児童に伝え、目指す学びの姿を

周知した。 

  「なぜそれを学ぶのか」「なんのために学ぶ

のか」「誰に伝えたいのか」という目的意識と

相手意識を明確に持たせ、児童の考えを広げ

たり深めたりするために、体験や経験を充実

させ、探究的な学習過程を大切にした授業を

実践している。 

⑵我孫子中学校 

①研究主題 

「新時代を生きるために、自ら学び、判

断し、表現する生徒」の育成 

～アクティブ・ラーニング型授業の実践を通して～ 

②実践内容 

  はじめに全国学力・学習状況調査の結果か

ら、生徒の実態を分析し、学校として育成し

たい資質・能力を具体化した。次に中学校区

で目指す子供像を共有し、その実現のために

小中共通で取り組む手立てを設定した（考え

る時間の保障、話し方・聞き方のスキル、グ

ループ学習など）。 

中学校では研究授業後の協議は、同じ教科

で行うことが多いが、生徒の学びに注目し、

教科横断的な視点に立って研究協議を実施す

るようにした。そうすることで、「主体的・対

話的で深い学び」の授業になっていたかどう

か、教科の枠を越えて協議をすることができ、

授業改善につながっている。 

 

 

３ 小中学校の教職員をつなぐ 

⑴小中学校の教職員が同じ場で話す 

 小中学校別々に実施していた東葛飾教育事

務所指導室訪問を、平成29年度より６中学校

区を二つのグループに分け、小中学校合同で

実施している。今年度は「主体的・対話的で

深い学びの実現」を協議の柱にした。中学校

区ごとに３～４人のグループをつくり、授業

を参観しながら書いた付箋を貼りながら、協

議する。小中学校の教職員が一緒に協議する

ことで、小中学校の違いに気付いたり、それ

ぞれの良いところを取り入れたりして、授業

改善につなげる良い機会となる。 

⑵小中一貫教育だよりの発行 

 指導主事が小中学校の授業を参観し、小中

一貫教育だよりを発行している。その中で、

「主体的・対話的で深い学び」の授業実践を

紹介している。教職員自身が他校の授業を参

観できるとよいが、実際にはなかなか時間が

とれず、難しいのが現状である。小中一貫教

育だよりは各学校に配付し、日報の裏面など

に印刷をして、教職員が他校の実践から学び、

授業改善に生かせるようにしている。 

  

４ 今後の取組 

新学習指導要領では、小学校教育において

中学校との接続だけでなく、幼児教育との円

滑な接続も求められている。本市においては、

平成29年度に幼保小連携・接続カリキュラム

を作成し、円滑な接続を目指している。 

今後は、幼児教育から義務教育終了までを

一体的にとらえ、目指す資質・能力を明確に

し、未来の創り手となる子供たちが、予測困

難な時代に対応できる力を身に付けられるよ

うにしていきたい。そのためにも、「主体的・

対話的で深い学び」の授業改善に向けて、教

育委員会として更に研究を進めていきたい。 
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